
 平成23年度当初予算　予算要求シート
-

今年度要求のポイント

平成24年4月～7月：データ移行、研修
平成24年7月にＣＭＳを導入した新たなホー
ムページのリニューアル運用開始予定。
以降は、ＣＭＳにより、ホームページを運用。

【今後（～24年度】

55,977

主な要求内容 （単位：千円）

平成22年度予算額 平成23年度要求額

・独自ドメインを持つところや区役所等との
関係の整理
・トップページ等の重要ページ、新着情報
や検索などの主要機能の検討

4月～7月：CMSのシステムの詳細設計、業者選
定
8月～3月：CMSのシステムの構築
・システム導入に係る各所管との調整
・テンプレートやデザインの決定
・ガイドラインの改定

【経過（～22年度】 【23年度】

ホームページ作成

83,318

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

18,809事 業 費

項目 22年度予算

全体事業費

事前分析、ソフト、デザイン、環境設定等

ＣＭＳの導入予算を計上する。ＣＭＳの導入により、市の情報をよりタイムリー
に知ることが可能となるとともに、アクセシビリティが向上し、統一感を持った
デザインとすることができる。 併せて、効果・効率的な管理運営ができる。

システム使用料、機器賃借料等

内容・積算等

ホームページリニューアル（ＣＭＳ移行初期費用）

ＣＭＳを導入している他の自治体では、5年を目処
にシステムの更新を行っている。

その他

合計

　ホームページにおいて、市政やくらしに関する情報、観光、市の施
設などの情報を発信する。インターネットの特性を活かした積極的か
つタイムリーな情報発信を行うことにより、利用者サービスの向上を
図る。
　また、市長記者会見や市の重要施策、観光情報などを動画で掲載
し、市政の見える化の推進や、市の魅力の発信を行う。
　ＣＭＳ（Contents Management System）によるホームページの管理
への切り替えに向けた準備を行う。ＣＭＳの導入により、タイムリー
な情報発信をより強化するとともに、アクセシビリティを向上させ、
高齢の方や障害のある方など、すべての人にとってより使いやすい
ページづくりを行う。

動画サーバ、メール配信システム等

49,438

23年度要求額

作成委託料、通信運搬費等

事業内容

0 33,320

2,916 560

53,061

002

関連事業

整理番号 01

　ＩＴ社会の到来により、効果・効率性の観点からも、ホームページなど、イ
ンターネットを活用した情報発信が重要かつ不可欠になってきている。特に、
ホームページについては、最も主要な広報媒体と位置づけ、市政やくらしに関
する情報をはじめ、観光、市の施設などの情報をタイムリーに発信することに
より、市民サービスの拡充を図ると共に、堺の魅力を国内外に発信する。

事業目的

事 業 名 ホームページによる広報活動

市長公室　広報活動事業

市長公室　広報活動事業（政令市）

(単位　千円)

平成21年度決算額

事業期間 　H9～

市長公室　広報課局・課名／　　

83,31855,977


